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実
施 ２０１２年度創造理工学部[定期・授業中]試験問題 １ 月 ３０ 日（ 水 ）

開始   15 時 00 分 
終了   16 時 30 分 

学科目名（クラス） 担当者 対象学科・学年  右の欄に指示がない

場合は、持込を全て 

不許可とします。 

１．全て不許可 

２．全て許可 

３．一部許可 

  教科書

早稲田大学創造理工学部 
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・その他〔        〕

土質力学演習 赤木 社工 ２ 
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下記の文中の下線部  にあてはまる適切な数字を，解答用紙の該当する欄に記入しなさい。なお，土粒子の密度 ρs = ms/Vs = 2.68 
(g/cm3)，水の密度 ρw = mw/Vw = 1.00 (g/cm3)，土の間隙比 e = Vv/Vs，飽和度 Sr = (Vw/Vv)×100(%) (ms，Vs：土粒子の質量と体積，mw，

Vw：水の質量と体積，Vv：間隙の体積)，水の単位体積重量 γw = 9.81(kN/m3)である。 
 1. ある土の試料 A は含水比 25.0%，質量 200.0g である。これに質量 250.0g の試料 B を加えたところ全体の試料の含水比は 20.0%
になった。A と B の試料の混合中に 15.0g の水が蒸発により失われたとすると，試料 B の含水比 (ア) (%)である。 

2. 2 種類の土が Fig.1 に示す実験装置の上部と下部に詰められている。なお，位置水頭の基準面は土の下端の点 A を通る水平面と

する。 
 (1)点 A における全水頭 (イ) (cm)と圧力水頭 (ウ) (cm)である。 
 (2)下部の土の中を水が上に流れることによって，全水頭の 15.0%が失われたとする。このとき，点 B における全水頭 (エ) (cm)，
圧力水頭 (オ) (cm)である。 
 (3)下部の土の透水係数 k=2.50×10-2(cm/s)とすれば，流速 (カ) (cm/s)である。 
 (4)土の上端の全水頭 (キ) (cm)なので，上部の土の透水係数 k′ = (ク) (cm/s)である。 

 3. 現在の土かぶり圧が p0=100.0(kN/m2)である厚さ 20.0(m)の粘土層がある。粘土層から採取した粘土試料の間隙比は e0 =1.80，圧

縮指数 Cc = 1.000 であり，圧密降伏応力 pc =120.0(kN/m2)であった。なお，過圧密状態における粘土の沈下量は無視してよい。 
 (1)この粘土層の過圧密比 O.C.R.= (ケ) である。 
 (2)地表面に構造物が建てられたことによる粘土層中心点における鉛直方向の増加圧力 Δp =10.0(kN/m2)であった。このとき，沈下量

S0= (コ) (cm)である。 
 (3) Δp=120.0(kN/m2)であるときの沈下量 S1= (サ) (cm)である。 
 4. 飽和砂の圧密排水(CD)三軸圧縮試験について，以下の問いに答えよ。(Fig.2 参照)なお，この砂の限界状態における間隙比 e と

平均有効主応力 p’の関係は，e=1.35－0.100･loge p’，主応力差 q と p’の関係は，q=1.20･p’である。実験に用いた砂の乾燥質量 320.0(g)，
比重 Gs=2.68 である。 
 (1) Fig.2a)で p0=100.0(kN/m2)のもとで排水バルブを開けて，圧密させた。圧密終了後における，供試体体積 V0=260.0(cm3)であった。

このときの供試体の間隙比 e0= (シ) である。 
 (2) 次に排水バルブを開けたままの状態で，Fig.2b)の限界状態に到達させた。限界状態に到達したときに供試体に作用する主応力

差 qf= (ス) (kN/m2)，平均有効主応力 p’f’= (セ) (kN/m2)，間隙比 ef= (ソ) ，供試体体積 Vf= (タ) (cm3)である。 
 5. 地表面が水平で，壁体背面が鉛直で滑らかな高さ 5.0(m)の壁体がある。この壁体背面の土は c’=0，φ’=30.0°,γd =18.0(kN/m3)の
乾燥砂である。 
 (1)壁体底面に生じる主働土圧応力 pAは (チ) (kN/m2)，受働土圧応力 pPは (ツ) (kN/m2)である。 

 (2)この壁体に作用する主働土圧 PAは (テ) (kN/m)，受働土圧 PPは (ト) (kN/m)である。 
 



1/1                                        [ 30 ] 
1 月 30 日(水)15:00～16:30 

 

早稲田大学創造理工学部 

 

２０１２年度 早稲田大学創造理工学部社会環境工学科 
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(ア) 23.5 (イ) 80.0 

(ウ) 80.0 (エ) 68.0 

(オ) 38.0 (カ) 0.01 

(キ) 60.0 (ク) 0.0375 

(ケ) 1.2 (コ) 0 

(サ) 188.0 (シ) 1.18 

(ス) 200.0 (セ) 166.7 

(ソ) 0.838 (タ) 219.5 

(チ) 30.0 (ツ) 270.0 

(テ) 75.0 (ト) 675.0 

5×20=100 
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